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2018 年 2 月下旬から 3 月中旬にかけて，A 市内の公立 B 小学校に勤務する 45 名の教師を対象に，
宿題についてのアンケートを行った。このうち，24 名から回答が得られた。B 小学校は，地方の市街
地に位置する中規模校である。 
 質問 1【宿題を出す際に工夫していることについて】と質問 2【宿題を提出した後の対応について】
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 2018 年 6 月下旬に A 市内の公立 B 小学校に在籍している 3 年生 34 名（男子 20 名，女子 14 名）を
対象に実践を行った。B 小学校は，地方の市街地に位置する中規模校である。2 時間の国語の授業（授























授業を楽しかったと感じている児童は，1 回目 34 名中 31 名，2 回目 34 名中 33 名であり，約 9 割
の児童が楽しく授業を受けていたことが分かる。これは，普段と授業者が異なることを考えると，授
業自体への児童たちの興味・関心が高かったためだと考えられる。授業の理解度について「かんたん












3 の通りである。内容を【知識・授業理解】，【興味・関心・意欲】の大きく 2 つのカテゴリーに分け
ることができた。 
表 3 授業の内容理解についてのアンケートの回答例 







































































「コメントが返ってきてどんな気持であったのか」についての回答例は，表 4 の通りである。 
 
表 4 「コメントが返ってきてどんな気持であったか」の回答例 
これからもがんばろうと思いました。 
これからもっとじょうずに漢字を書きたいです。 













問に対して，現在は 3 点（がんばっている）だが，それを 4 点（すごくがんばっている）にしたいと，
今後の目標を掲げていた。このように努力しようという姿を少し見られたことも，本研究の成果のひ
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